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連合神奈川 検索 

２０１７年３月２９日 

報道関係者各位 

関東学院大学寄付講座開講に向け「連合神奈川・講師団を結成！」 

３月２８日、連合神奈川は講師団を結成しました。講師団は、本年９月から開講する「関

東学院大学経済学部」における連合寄付講座「働き方と労働組合」（単位認定・１５コマ授

業）への講師派遣ならびに連合神奈川における連合運動の継承に関する教育活動・構成組織

における研修・講演会への講師派遣の役割を担うものです。 

講師団の構成は、連合神奈川役員（会長・会長代行・副会長・事務局長・副事務局長、県

下９地域連合の議長・事務局長）ならびに県労福協・中央労金神奈川県本部・全労済神奈川

県本部などの福祉団体からの講師４６名で結成された。 

関東学院大学における寄付講座は、連合神奈川発足２５周年の節目にあたる第２７回定

期大会（２０１５年１１月）において、連合神奈川結成３０周年である２０２０年に向けた

３つのチャレンジにおける「労働組合の社会的価値を高める運動の展開」方針を具現化した

位置づけ。 

寄付講座は、１５コマの授業（１コマ９０分）

で９月２８日（木）～２０１８年１月２５日

（木）で開講される。社会に出る前の学生に対

して、働く職場の実態や労働組合の果たす役割

などを学ぶことを通じ、各人の仕事観・労働観

を養うとともに、自身におけるワークライフバ

ランスに対する気づきを得ることを目的に、連

合神奈川がオリジナルのカリキュラムと手作

りの授業資料で授業を行うものです。 

２８日の講師団結成総会では、４６名の講師団体制の確認と、１５コマを担当する授業講

師を任命。９月の開講に向け、授業資料の作成に入ることも確認した。 

 また、寄付講座については、２０２０年までの取り組み目標として、登録された講師が年

１回は授業を担うものとし、年間２講座（１５コマ版）の開講、年複数回のスポット講座な

どの開講をめざすことも確認した。 

 結成総会後のレセプションにおいては、関東学院大学経済学部から黒川教授・同経営学部

から辻教授にご来賓として出席頂き、連合神奈川の取り組み対する期待と激励を頂いた。 
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